
奈良から世界へ：食・長寿・エコをめざした生物機能研究プラットフォーム
KNApSAcK ファミリー：生物種-代謝物データベース(KNApSAcK Family)

～ 機能性研究の効率化を促進 ～
高橋弘喜、平井晶、中村建介、Md.Altaf-Ul-Amin、Aziza Kawsar Parvin、旭弘子、金谷重彦(奈良先端科学技術大学院大学・情報科学研究科・情報生命科学専攻・比較ゲノム学講座）

植物には、野菜、山菜など食としての役割、漢方薬などに代表される生薬としての役割があり、ヒトの生命活
動に欠かせないものである。近年、高精度質量分析装置の発展により植物、動物によらず生体内における代
謝物を高精度かつ悉皆的に分析することが可能となった。メタボロミクス研究では、高精度質量分析装置を
駆使し、生物における細胞・組織の全体の代謝物を測定し、ポストゲノム解析として発展したプロテオミクス、
トランスクリプトミクス研究と統合することにより、細胞内の代謝物の動的制御機構を理解することをめざした
システムズバイオロジーである。メタボロミクスによる食物あるいは生薬としての植物のヒトへの効果を分子レ
ベルで解明するために、図１のプラットフォームに従ってデータベースの構築を進めている。本発表ではその
進捗を報告する。
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図1 植物の機能性探索

のためのプラットフォーム

(1)薬用・食用知識ベース

食用と薬用としての人類の知恵を把握す
ることが植物の機能性研究において必要
とされる。そこで、現在までに以下の4つの
データベースを構築した。

1.1 食用植物DB (Lunch Box)

食品の機能性について709種を収録した。

1.2 漢方生薬DB (KAMPO)

278種の生薬と1,581種の漢方処方の関係、
効能を整理し、収録した。
1.3 世界の薬用植物
48,256対の薬用植物と使用国(217GZ)の
関係を整理し、収録した。
1.4インドネシア食/薬用植物DB(JAMU)
５５０種の生薬と5,310種のジャムウ配合処
方、効能を整理し、収録した。
1.5生物種-生物活性DB(Biol.Activity)
33,703対の生薬(1,399)-生物活性(2,418)を
収録した。
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(3)遺伝子の機能分類DB
遺伝子発現を体系的に理解すること
は、植物においては有用物質生産の
向上を目指すこと、植物の機能性食
品としてのヒトへの効果を把握するた
めに必要である。そこで、細胞あるい
は組織全体の発現遺伝子の動的変
動を把握することを目的にモデル植物
(Arabidopsis thaliana) と ヒ ト (Homo 
sapiens)の遺伝子機能データベース

の構築を行った。

(2)生物種-代謝物関係DB
(KNApSAcK Core)

50,048種の代謝物と101,500対の生

物種とその生物において報告された
代謝物の関係を収録した。

1.1 食用植物DB (Lunch Box)

1.2 漢方生薬DB (Kampo)

1.3 世界の薬用植物

(KNApSAcK from around the world)
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世界の薬用植物研究の動向

日本は、世界の薬用植物メタボロミクス研究の拠点！
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から検索できる.

ダウンロードバージョン
http://kanaya.naist.jp/KNApSAcK/

ウエブバージョン
http://kanaya.naist.jp/knapsack_jsp/top.html

図2 KNApSAcK Family メインウインドウ

KNApSAcKへのリンク

市民にも活用できるデータベース
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グローバルスタンダードとしてのKNApSAcK 1(一般的評価） 今後の課題

[1]データの充実。

[2]地球レベルでのヒト

の生命活動としての植
物利用を考慮した生物
間食物連鎖の解明。
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グローバルスタンダードとしてのKNApSAcK 2(学術的評価）

同一の代謝物を生合成できる生物情報

化学構造

食用植物

生物種-二次代謝物関係DB
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生物種・生物活性
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